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自己の 無力 を 他の 罪に 帰し、 名目 を 求めて 事大主義に 

陥り、 舞台 は 「演劇の 伝統」 を 離れて、 低俗に あら ざ 

れば 奇矯な スぺ クタ クルと 化し つ、 ある。 

か、 る 傾向 は、 一面、 商業主義と 芸術 運動との け じ 

め を 曖昧に し、 一 資本家が、 国立劇場 を 建てる と 云へ 

ば、 それが 真面目に 取り上げられ、 一 歌舞伎 俳優が 「演 

劇 文化の 向上」 に 力 をいた すと 宣言 すれば、 人々 はわ 

け もな くこれ に 期待し、 新派の 一 老優が、 左翼 系の 演 

出家と 提携した y けで 「進歩的」 の 折紙 をつ けられる 

滑稽な 時代 を 現出せ しめた。 「何 か をな すため に は 何 

かで あらねば ならぬ」 ことな ど、 演劇の 世界で は、 誰 



も考 へな くな つて ゐ ると 見える。 

ところで、 「新劇」 とい ふ もの は 妙な もので、 これ は 

文学の 方なら、 さ しづ め 純文学 に 相当す る もの だと 思 

つて ゐた ところが、 少し 内幕 をの ぞいて みると、 た y 

抱負が さう であると いふ だけで、 仕事の 態度 も、 修業 

の 道程 も、 凡そ 「純粋 さ」 から は 遠く、 さう ある こと 

の 不可能 を 自分で 許し、 興行 は 一種の スぺキ ユレ イシ 

ョ ン だとい ふ 観念に 支配され てゐる こと、 営利 劇場の 

当事者と さほど 変り はない の だとい ふこと に 気が つ い 

た。 



これで はいけ ない ので ある。 「新劇」 は 断じて スぺ 

キ ユレ イシ ヨンであって はならぬ。 なぜなら、 新劇で 

当らない とい ふこと は、 俳優 を も 同時に 餓 ゑさせる こ 

とだから である。 元来 俳優と いふ 職業 は、 腕 さへ でき 

れば、 きっと 食へ る やうに なれる 恵まれた 職業 だから 

である。 芸術家の なかで も、 俳優 は、 その 点 特別な 存 

在であって、 さう であれば こそ、 舞台で あ、 いふ こと 

が やれる ので ある。 云 は、 V 新劇と は、 有望で 未熟な 俳 

優と 才能が あって 職業 化して ゐ ない 作者と が、 相 協力 

して 各々 自分の 野心 を 遂げよう とする 一 段階に ある 演 

劇 形態な ので ある。 一方が 一方の 犠牲に なって はた ま 



らぬ。 たまたま、 これらの 俳優が、 古典的な、 定評の 

ある 傑作 を やる 場合が ある。 その 方が 面白い と は 限ら 

ぬが、 いくぶん 得 をす る チャン スが 大き いと 云へ ない 

こと はない。 さう だからと 云って、 若い 同僚 作家 を 軽 

視 する やうな ことがあったら 大 間違 ひだ。 第三者から 

観れば、 古典的 傑作 なぞ、 新劇 俳優に やって 貰 ひたく 

はなく、 それが 見て ゐられ たと すれば、 いろんな 割引 

をして y ある。 さう いふ こと を、 つ ひ 当事者 は 忘れ、 

或は 気がつかず、 「演し 物」 次第で 観客が 来る と 思 ひ 込 

み、 その 結果が 自分た ちの 手柄に なると あれば、 もう、 

彼等 は、 進歩の 道 を 絶 たれた ことになる。 若い 作家に 



これら 一群の 作家 は、 文学と しての 戯曲 を、 極めて 限 

られた 範囲に 於て 完成す る 努力 を 今な ほ 続けて ゐるゃ 

うに 見える。 つまり、 我が国の 劇文学が、 嘗て そこ を 

経過した と 信じられ、 実は、 上滑り をした に 過ぎな か 

つた 近代 写実主義の 精神 を、 やう やく 探り あてた ので 

ある。 しかも、 甚だ 興味 ある こと は、 一 時代 前の リア 

リズムが、 こ、 では、 ネオ-ロマン チスム をく ゾ りぬ 

ェヴ ォカシ ョ ン 

けた 想念 喚起の 色に 染め か へられよ うとして ゐる とい 

ふこと である。 一 見些末 主義と 見える の は そのためで 

あらう が、 日本 在来の 自然主義 的 手法 を もってして は 

到底 現 はし 得ない 一 種の 暗示 的 効果が そこに ある こと 



文学と して は 空前な 現象で あり、 小説家が そこにな に 

かしら、 興味 を 感じる の も、 あながち 読者と してば か 

りで はない ので あらう。 

観念 の 深化と い ふ 現代 文学の —— 殊に 散文 の 目指し 

てゐる 目標に、 戯曲 も ある 程度まで 引 きづら れて、 劇 

文学 本来の 魅力 を 失 ひかけ たの は 欧羅巴で はつひ 最近 

のこと であるが、 日本に は、 幸か不幸か さう いふ 時代 

はま だ 来て ゐ ない。 それと 同時に、 リアリズムの 放棄 

とい ふ 合言葉が 早く 唱 へ られ すぎて、 新劇 は 発育 不良 

のま ゝ 残された。 現在、 プロレタリア 演劇 は、 発展 的 

リアリズム など、 いふ 言葉 を K つて ゐ るが、 広い 意味 



意し ない わけに 行かない。 これ はつ まり、 既成の 俳優 

(新劇 を 含めて) に は 絶対に 演れ ない もの を 含んで ゐ 

ると いふ 意味で あるが、 以前に は それが 文学的す ぎる 

とい ふだけ の 理由で、 上演 不 向の レッテル を 貼られた 

ものが、 今日で は、 逆に、 本格的す ぎる ために、 本格 

的な 素質 を もたない 俳優で は、 なんとしても 効果が 挙 

げられ ない の だと 云 ひきれ るので ある。 それゆえ、 

こ、 に、 意識せ ざる 妙な 現象が 起り っゝ ある。 

劇団 側が たまたま 自信 を も つて 取り あげる 脚本 は、 

主として、 人物 表現に ごまかし のきく 西洋 劇、 せりふ 

の 単純な 歴史劇、 乃至 は 無 知識階級の 登場す る 劇、 単 



る 場合 は 十分 楽しめる ので あるが、 批評家 は、 しばし 

ば、 せっかちで 我儘 だから、 これに 文句 をつ ける ので 

ある。 作者 は、 すると、 また 迷 ひ はじめる。 さう いふ 

例 を 私 はたく さん 知って ゐる。 が、 方言の 駆使が 自由 

にで きる 作者 は、 もう 既に、 標準語の 欠陥 を 埋める 用 

意が できて ゐ ると 云って 、レ >。 

阪 中正 夫、 真 船豊、 小山 祐士、 田 中 千 禾夫等 は、 そ 

ろ そろ、 この 方向へ 眼 を 向け だした し、 森 本 薫 は 最初 

から、 大胆に、 標準語に 関西 言葉の 精神 を 注ぎ込んだ 

し、 川口 一 郎は、 移民 的 標準語 を 巧みに 生かし、 最近 

では、 東京 下町の 「方言 的 ニュアンス」 を もって、 特 
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